
３）多面的なエネルギー・環境の国際貢献 

クリーンエネルギー開発とエネルギー効率の更なる革新に向かう構造転換は、我が

国が新興国と課題を共有し、エネルギー・環境分野における多角的な国際的な貢献を

進める礎になる。地球温暖化問題解決のモデルともなる。 

核軍縮・不拡散分野におけるこれまでの国際貢献と、それにより築き上げてきた国

際的な地位も踏まえ、東電福島原発事故を経験した我が国は、原子力平和利用国とし

ての責任を、人材・技術基盤の確保を通じて、原子力リスクの制御、原子力安全の向

上、除染、廃炉管理といった側面で、新たに果たしていく。そのためにも、事故の経

験と教訓を世界と共有していく。 

 


